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第３回定例会（2024年９月議会） ９月２日
▼ 

９月13日
令和５年度決算（一般会計・７特別会計・

　 水道事業会計 　 ）を認定

自主財
源

　
53.8
億
円

　　　

依存財源

　 51.8
億円

　　
　　

　

一
般
会
計

　　105.6億円　　　
　　

歳　入
143.7億円

町税
31.2億円

地方交付税
21.3億円

国庫支出金
10.8億円

地方消費税
5.6億円

町債
4.3億円

県支出金
6.9億円

国民健康保険
21.4億円

公共下水道
5.9億円

分担金等
2.7億円
寄附金
4.0億円

繰入金
7.0億円

繰越金
4.9億円
諸収入
3.6億円

地方譲与税等
2.9億円

後期高齢者医療
3.5億円

農業集落排水
3.6億円

温泉施設
2.2億円

小水力発電
942万円

特別会

計
　38.0
億
円

　

土地取得 1.1億円

経
常
・
臨
時
的経費

　　 92.4億円

　　　

一般会
計

　　　
101.2億円

　　　　　

歳　出
137.2億円

人件費
14.8億円

後期高齢者医療
3.5億円

農業集落排水
3.1億円

温泉施設
2.0億円

小水力発電 942万円
土地取得 0.7億円

扶助費
17.0億円

物件費
15.1億円

維持補修費
1.8億円

補助費等
17.2億円

積立金
4.0億円

公債費
8.2億円

投資的経費
8.8億円

公共下水道
5.5億円

繰出金
13.9億円

国民健康保険
20.8億円

特別会計

　36.0億
円

　

令和５年度歳入歳出決算の認定………………９件
条例改正…………………………………………２件
人事案件…………………………………………４件
水道事業会計未処分利益剰余金の処分………１件
健全化判断比率の報告…………………………１件
資金不足比率の報告……………………………１件
令和６年度一般会計・特別会計補正予算	……９件

〇教育委員会委員の任命同意
　大角　ひとみ（杉野）　　新任
〇固定資産評価審査委員会委員の選任同意
　西科　　敏彦（片山）　　新任
〇人権擁護委員候補者の推薦
　竹中　　一秋（八幡）　　新任
〇揖斐郡養基小学校・養基保育所組合議会議員の選挙
　久保田　裕司（沓井）　　再任
　香田　　勝巳（粕ヶ原）　再任
　窪田　　ゆり（田中）　　新任

９月議会の内容人事案件

※決算内容の詳細は、広報いけだ 11月号をご参照ください。

〈一般会計・特別会計〉	歳入 143 億 7,293 万円（前年比 5.7％減）
　　　　　　　　	 歳出 137 億 2,830 万円（前年比 5.6％減）

〈水道事業会計〉	 収益的収入４億 1,656 万円　収益的支出２億 8,677 万円
　　　　　　　　	 資本的収入　　 1,351 万円　資本的支出 8,010 万円

令和５年度　健全化判断比率　（％） 令和５年度　資金不足比率

池田町 早期健全化基準
実質赤字比率 ― 14.49
連結実質赤字比率 ― 19.49
実質公債費比率 11.4 	25.0　
将来負担比率 51.1 		350.0　　

農業集落排水事業

決算額は黒字であり、
資金不足額はなく、
比率はゼロである。

公共下水道事業
温泉施設
小水力発電事業
土地取得
水道事業

令和5年度一般会計及び特別会計決算状況　 ※表示未満切捨
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◎令和６年度池田町一般会計補正予算（第４号）

歳入歳出予算の総額に 45,958 万円を追加し、106億 9,924 万円とする。
主な歳入　繰越金 29,406 万円、基金繰入金 11,100 万円。諸収入 3,908 万円。
主な歳出
　・総務管理費	 22,401 万円
　・社会福祉費	 8,201 万円
　・土木費	 6,822 万円
　・保険衛生費	 3,506 万円
　・林業費	 2,890 万円	

◎令和６年度池田町一般会計補正予算（第５号）…台風 10号災害復旧関連

歳入歳出予算の総額に 2,580 万円を追加し、107億 2,504 万円とする。
主な歳入　国庫補助金 1,100 万円、町債 1,480 万円。
主な歳出
　・公共土木災害復旧費	 2,580 万円

◎令和６年度池田町一般会計補正予算（第６号）…台風 10号災害復旧関連

歳入歳出予算の総額に 6,021 万円を追加し、107億 8,525 万円とする。
主な歳入　基金繰入金 6,000 万円。
主な歳出
　・農林水産業施設災害復旧費	 2,296 万円
　・公共土木災害復旧費	 3,933 万円

監査委員の決算審査意見（抜粋）

　令和５年度一般会計・特別会計・水道事業会計の決算書は、いずれも誤りなく、帳票及び諸帳簿類も、
よく整備され、会計経理は適正であった事を認める。歳入総額143億7,293万円、歳出総額137億2,830
万円で、残額（形式収支）6億 4,462 万円の黒字、となっている。財務書類や財政健全化判断比率等
財政指標で示されるように、比較的健全な財政運営を維持し、一定の水準を保っており、適切且つ合理
的である。各企業の賃金引上げが報道されているが、諸物価の高騰も進んでおり、収入増の実感がわか
ない社会情勢である。
　そのような状況下においても池田町の税収はほぼ安定しており、それに応じた予算執行が適正になさ
れている。今後も引き続き適切な町の財政運営が行われるよう、要望する。　

徳谷（山洞・草深地内） 市橋地内 町道片山南 33号線（片山地内）
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〇
土
地
取
得
特
別
会
計

　�

池
田
町
北
部
工
業
団
地
第
６
期

（
粕
ヶ
原
地
区
）
造
成
事
業

問
土
地
購
入
の
見
込
み
は
つ
い

て
い
る
の
か
。

答
土
地
所
有
者
と
の
話
は
進
ん

で
い
る
。
今
年
度
、
購
入
し

て
造
成
工
事
ま
で
し
た
い
。

問
池
田
町
が
購
入
し
て
造
成

す
る
理
由
は
。

答
行
政
の
信
用
度
が
大
き
い
こ

と
と
、
民
間
開
発
で
は
で
き

な
い
こ
と
を
行
政
が
間
に
入

り
で
き
る
こ
と
が
大
き
い
。

民
生
文
教
委
員
会

９
月
４
日
開
催

〇
国
民
健
康
保
険
条
例
改
正

問
マ
イ
ナ
保
険
証
に
移
行
し
た

場
合
、
滞
納
者
へ
の
対
応

は
ど
う
な
る
の
か
。

答
医
療
機
関
で
10
割
負
担
し
て

も
ら
い
、
そ
の
後
、
本
人
の

負
担
割
合
を
除
い
た
分
が
町

で
返
金
と
な
る
。
そ
の
時
に

滞
納
分
を
収
納
す
る
機
会
に

あ
て
る
こ
と
と
な
る
。

問
現
在
、
滞
納
し
て
い
る
方
へ

事
前
周
知
す
る
機
会
は
あ

る
の
か
。

答
滞
納
者
に
は
、
コ
ン
ビ
ニ
納

付
、
督
促
状
等
の
発
送
の
機

会
に
、
通
知
文
を
入
れ
る
等

の
検
討
を
し
て
い
き
た
い
。

が
あ
り
、そ
の
都
度
、注
意
喚

起
看
板
を
設
置
し
た
。ま
た
、

捕
獲
許
可
を
出
し
、箱
罠
や

カ
メ
ラ
等
を
設
置
し
た
。
引

き
続
き
対
策
を
行
っ
て
い
く
。

問
林
道
池
田
明
神
線
開
設
工
事

の
完
成
年
度
は
。

答
来
年
度
（
令
和
７
年
度
）
に

完
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

問
年
間
有
収
水
量
率
が
67
・

４
％
で
、
約
３
割
が
無
収

水
量
で
あ
る
が
。

答
近
年
漏
水
件
数
が
多
く
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
消
火
活
動

や
水
道
切
替
工
事
に
も
水
が

使
わ
れ
て
い
る
。
今
後
、
実

質
の
水
量
で
分
か
る
よ
う
に

し
た
い
。

◎
補
正
予
算

〇
一
般
会
計

　�

土
木
事
業
測
量
調
査
設
計
委
託

料
１
６
，
７
０
０
千
円
は
減
額

補
正
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

問
他
県
で
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
倒

れ
て
ケ
ガ
を
し
た
事
故
が

あ
っ
た
。点
検
し
て
い
る
か
。

答
町
内
に
１
，
２
４
１
基
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
あ
る
。
６

月
か
ら
点
検
し
て
い
る
が
９

月
中
に
完
了
予
定
。

総
務
建
設
産
業
委
員
会

９
月
９
日
開
催

◎
水
道
事
業
会
計

〇
未
処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

問
建
設
改
良
積
立
金
と
資
本
金

へ
の
繰
り
入
れ
の
基
準
は
。

答
令
和
５
年
度
は
起
債
償
還
に

充
て
た
額
を
未
処
分
利
益
剰

余
金
と
し
、
資
本
金
に
あ
て

て
い
る
。
令
和
６
年
度
以
降

の
決
算
は
利
益
剰
余
金
が
出

れ
ば
す
べ
て
建
設
改
良
積
立

金
に
積
み
立
て
る
。

◎
令
和
５
年
度
決
算
認
定

〇
一
般
会
計

問
熊
の
目
撃
情
報
が
多
く
な
っ

て
い
る
が
対
策
は
。

答
今
年
度
（
令
和
６
年
度
）
に

入
り
５
件
ほ
ど
の
目
撃
情
報

質疑
あれこれ

9月議会に上程された議案の中から
主な質疑を要約してお知らせします。

◎
令
和
５
年
度
決
算
認
定

〇
一
般
会
計

問
善
南
寺
古
絵
図
複
製
の
そ
の

後
の
利
用
は
。

答
取
り
扱
い
が
し
や
す
い
よ
う

に
縮
小
し
て
あ
る
の
で
、
今

後
、
企
画
展
や
学
校
教
材
な

ど
に
利
用
す
る
。

問
学
校
施
設
に
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
ま
だ

あ
る
の
か
。

答
昨
年
度
で
処
分
が
完
了
し
た
。

問
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
設
置

条
件
は
。

答
75
歳
以
上
の
独
居
高
齢
者
で

疾
病
等
に
よ
り
支
援
・
見
守

り
が
必
要
な
人
。

〇�

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
と
後

期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

問
人
間
ド
ッ
ク
の
補
助
対
象

年
齢
は

答
30
歳
か
ら
69
歳
ま
で
が
対
象
。

◎
補
正
予
算

問
し
尿
中
継
貯
留
槽
改
築
設
計

委
託
で
、
工
事
の
作
業
工

程
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答
同
じ
敷
地
内
で
、
新
し
い
も

の
を
用
意
し
て
か
ら
既
存
の

も
の
を
壊
す
予
定
で
あ
る
。

議
会
改
革
特
別
委
員
会

９
月
５
日
開
催

〇
決
定
し
た
こ
と

・
採
決
数
を
委
員
３
分
の
２
以
上

（
委
員
長
を
含
ま
な
い
）
の
決

定
を
も
っ
て
賛
成
と
す
る
。

・
議
事
録
（
下
書
き
レ
ベ
ル
）
は
、

次
回
開
催
ま
で
に
各
委
員
に
提

示
〇
各
委
員
か
ら
の
意
見
・
要
望

（
１
）
議
員
定
数
の
改
正
　
　

（
２
）
議
員
報
酬
の
改
正

（
３
）�

議
員
の
な
り
手
不
足
の
問

題
に
つ
い
て

（
４
）
女
性
の
議
会
参
画
推
進

（
５
）
そ
の
他
　

〇
選
挙
広
報
に
つ
い
て

　
選
挙
広
報
に
つ
い
て
は
今
後
、

選
挙
公
報
の
条
例
の
制
定
等
に

向
け
て
の
協
議
を
す
る
。

善南寺古絵図複製品

カーブミラー
点検の様子
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一 般 質 問

　
避
難
所
整
備
に
つ
い
て
、

①�

ト
イ
レ
不
足
が
健
康
に
影
響
を

与
え
る
。
訓
練
も
含
め
利
用
可

能
な
ト
イ
レ
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

②�

停
電
に
左
右
さ
れ
な
い
ソ
ー

ラ
ー
街
灯
・
防
犯
カ
メ
ラ
に
変

更
し
て
は
ど
う
か
。

③�
小
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設

備
の
導
入
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

④�

災
害
発
生
時
、
生
活
用
水
と
し

て
井
戸
を
活
用
し
て
は
ど
う

か
。

⑤�

被
災
地
支
援
と
地
域
振
興
の
た

め
、
池
田
温
泉
を
利
用
し
た
温

泉
カ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
検
討

し
て
は
ど
う
か

町

　長

①�

75
人
に
1
基
設
置
出
来
る
よ
う

順
次
整
備
し
、
訓
練
を
実
施
し

て
い
く
。

②�

現
在
の
街
灯
・
防
犯
カ
メ
ラ
は

停
電
時
利
用
で
き
な
い
た
め
、

更
新
の
際
に
検
討
す
る
。

③�

小
学
校
体
育
館
の
空
調
設
備
施

工
に
つ
い
て
、
各
施
設
の
在
り

方
に
つ
い
て
方
針
を
定
め
、
設

八田隆士 議員

安心・安全な避難所の整備
災害時慌てず自助・共助・公助が実践出来る街つくり

自
助
・
共
助
・
公
助
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
た
情
報
公
開
に
つ
い
て

置
時
期
を
決
め
る
。

④�

井
戸
水
を
生
活
用
水
に
す
る
案

に
つ
い
て
、
町
内
の
井
戸
の
数

は
不
明
。
他
市
町
村
を
参
考
に

し
、
検
討
を
進
め
る
。

⑤�

温
泉
カ
ー
に
つ
い
て
、
財
政
的

に
厳
し
い
が
、
避
難
生
活
が
長

期
化
し
た
場
合
、
温
泉
へ
の
送

迎
や
無
料
開
放
、
被
災
者
宅
に

温
泉
を
届
け
る
な
ど
検
討
す

る
。

　
こ
の
30
年
間
で
65
歳
以
上
の
独

居
の
方
は
６・
３
倍
に
増
え
、
災
害

対
策
基
本
法
で
指
定
さ
れ
た
避
難

行
動
要
支
援
者
も
い
る
。

①�

災
害
発
生
時
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
位
置
・

避
難
所
情
報
・
避
難
行
動
要
支

援
者
の
安
否
情
報
を
ス
マ
ホ
で

公
開
で
き
る
仕
組
み
を
構
築
し

て
は
ど
う
か
。

　
内
閣
府
に
よ
る
と
、
5
割
を
超

え
て
い
た
近
所
付
き
合
い
は
、
約

50
年
間
で
８・
６
％
に
激
減
。
共
助

の
希
薄
を
意
味
す
る
。

②�

事
前
に
役
割
分
担
を
決
め
て
お

き
、
有
事
の
際
、
ビ
ブ
ス
（
ゼ
ッ

ケ
ン
）
を
着
用
す
る
こ
と
で
、

敏
速
な
避
難
所
運
営
に
役
立
て

て
は
ど
う
か
。

町

　長

①�

消
火
栓
の
位
置
情
報
を
ス
マ
ホ

に
表
示
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
、消
防
団
が
利
用
し
て
い
る
。

　�

こ
れ
を
活
用
し
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
・
避

難
所
位
置
情
報
の
公
開
を
検
討

す
る
。
避
難
行
動
要
支
援
者
に

は
個
人
情
報
保
護
法
の
範
囲
内

で
適
切
に
対
応
す
る
。

②�

避
難
所
単
位
で
役
割
を
振
り
分

け
て
お
く
こ
と
は
理
想
だ
が
、

区
単
位
で
自
主
防
災
組
織
の
体

制
づ
く
り
の
充
実
を
働
き
か
け

る
方
策
を
優
先
す
る
。

南海トラフ地震発生予想
●地震の規模：M８～M９
●池田町地震：震度５強～震度６弱
●地震発生率：30年以内に 70％～ 80％

1500

1000

500

0

（人）

（年）
（阪神・淡路大震災の年）

1995

186

2024

1180

約6.34倍

池田町65歳以上単身者の推移
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一 般 質 問

童
・
生
徒
の
教
育
環
境
の
改
善
を

中
心
に
地
域
に
お
け
る
学
校
の
果

た
す
役
割
も
含
め
検
討
す
る
。

し
迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
を

整
え
、
防
災
備
蓄
点
検
管
理
も

年
数
回
実
施
、
ト
イ
レ
や
生
活

品
等
点
検
整
備
す
る
。

⑥�

企
業
と
の
防
災
協
定
や
井
戸
水

は
今
後
の
課
題
で
す
。建
設
業・

病
院
な
ど
40
程
度
災
害
協
定
を

し
て
い
て
、今
後
も
幅
広
い
分
野

で
、協
定
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

危
機
管
理
係
を
１
名
ず
つ
配

置
す
る
こ
と
や
職
員
を
増
や

す
こ
と
も
検
討
し
消
防
Ｏ
Ｂ

や
防
災
士
等
の
意
見
、
危
機

管
理
対
策
に
は
女
性
か
ら
見

た
対
策
・
意
見
も
取
り
入
れ

ら
れ
る
体
制
作
り
を
検
討
し

た
い
。

⑤�

鍵
は
施
設
の
所
管
課
が
管
理

池田町の災害に対する備えについて

　池
田
町
の
災
害
に
対
す
る
備

え
に
つ
い
て
質
問
。

①
防
災
資
材
等
の
補
助
金

②
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

③
災
害
時
の
情
報
収
集

④
危
機
管
理
課
の
新
設

⑤�

指
定
避
難
所
の
開
錠
・
備
品

管
理

⑥
企
業
と
の
協
定

町

　長

①�
防
災
資
機
材
の
購
入
・
災
害

に
関
す
る
訓
練
や
講
習
会
の

経
費
に
つ
い
て
、
補
助
を
し

て
い
る
。

②�

毎
年
各
自
治
会
へ
育
成
講
座

受
講
案
内
を
出
し
推
進
し
ま

す
。
防
災
士
に
は
地
域
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
地
域
防
災
力
の

向
上
の
役
割
を
期
待
し
ま

す
。

③�

情
報
共
有
ア
プ
リ
Ｓ
Ａ
Ｆ
Ｅ

な
ど
を
使
用
し
、
災
害
対
策

本
部
や
消
防
団
等
が
デ
ジ
タ

ル
化
を
推
進
し
効
率
的
に
情

報
共
有
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
整
備
し
て
い
ま
す
。

④�

少
な
い
職
員
の
中
で
兼
務
と

な
っ
て
い
る
管
財
契
約
係
と

境
維
持
に
は
、
学
校
規
模
に
つ
い

て
検
討
せ
ざ
る
を
得
な
い
時
期
に

来
て
い
ま
す
。
来
年
度
検
討
委
員

会
を
立
ち
上
げ
た
い
。
　
　

②
検
討
の
視
点

　
町
内
児
童
・
生
徒
に
ど
の
よ
う

な
力
を
つ
け
さ
せ
る
必
要
が
あ
る

の
か
、教
育
環
境
は
ど
う
な
の
か
。

校
舎
・
体
育
館
・
プ
ー
ル
な
ど
施

設
の
耐
用
年
数
も
考
慮
し
ま
す
。

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
居
場
所

づ
く
り
も
考
え
、
小
学
校
と
保
育

園
の
連
携
も
重
要
で
併
せ
て
検
討

す
る
。

　
学
校
再
編
の
検
討
に
当
た
り
児

　少
子
化
に
よ
り
町
内
の
小
学

校
の
再
編
整
備
は
、
多
方
面
か

ら
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。
①

学
校
規
模
②
検
討
の
視
点
に
つ

い
て
如
何
お
考
え
で
す
か
？

教
育
長

①
学
校
規
模

　
学
校
教
育
法
施
行
規
則
に
よ

り
、
小
学
校
の
学
級
数
は
12
学

級
以
上
18
学
級
以
下
を
基
準
と

し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
特
別

の
事
情
が
あ
れ
ば
、
こ
の
限
り

で
は
な
い
。
今
後
の
少
子
化
の

進
展
の
中
で
、
適
切
な
学
習
環

新
た
な
小
学
校
義
務
教
育
学
校
の

在
り
方
に
つ
い
て

池田中学校温知小学校体育館

大西照彦 議員
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一 般 質 問

　
池
田
町
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
ニ
ー
ズ
調
査
報
告
書
が

令
和
６
年
３
月
に
発
行
さ
れ
た
。

①�

病
児
・
病
後
児
保
育
の
改
善
要

望
が
多
か
っ
た
。
利
用
実
績
は
。

周
辺
市
町
と
連
携
し
て
い
る
が

実
績
は
。
池
田
町
だ
け
未
就
園

児
を
預
か
っ
た
場
合
、
通
常
料

金
の
２
倍
に
な
っ
て
い
る
。
廃

止
す
べ
き
。

②�

子
ど
も
が
安
心
し
て
遊
べ
る
公

園
等
の
要
望
が
多
く
、
ま
た
、

屋
外
の
施
設
よ
り
天
候
に
左
右

さ
れ
な
い
室
内
の
施
設
を
希
望

さ
れ
て
い
る
。
児
童
館
の
休
館

日
を
１
ヶ
所
で
も
い
い
か
ら
開

館
で
き
な
い
か
。

③�

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
は
希
望

者
全
員
が
利
用
で
き
る
よ
う
改

善
を
求
め
る
。

町

　長

①�

病
児
・
病
後
児
保
育
は
指
定
管

理
者
制
度
を
使
っ
て
社
会
福
祉

協
議
会
で
実
施
。
利
用
実
績
及

び
相
互
利
用
は
別
表
の
通
り
。

未
就
園
児
の
利
用
実
績
は
ゼ
ロ
。

未
就
園
児
の
料
金
設
定
は
、
廃

止
に
向
け
社
協
と
検
討
す
る
。

②�

児
童
館
等
の
日
曜
日
の
開
館
は

い
ろ
い
ろ
課
題
も
あ
り
慎
重
に

対
応
し
た
い
。

③�

全
員
受
け
入
れ
る
べ
き
だ
が
、

キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の
子
が
い
た
。

個
別
に
支
援
が
必
要
な
児
童
が

増
え
て
お
り
、
指
導
員
が
不
足

し
て
い
る
。
小
学
校
の
空
き
教

室
の
利
用
や
、
指
導
員
の
確
保

に
努
め
た
い
。

　
岡
㟢
前
町
長
が
久
富
電
設
か
ら

１
０
０
万
円
も
ら
っ
て
岐
阜
地
検

に
加
重
収
賄
と
談
合
等
の
罪
で
起

訴
さ
れ
大
変
残
念
に
思
う
。

　
同
社
は
18
年
に
片
山
保
育
園
の

機
械
設
備
工
事
を
受
注
。

　
池
田
町
の
入
札
結
果
（
請
負

率
）
は
、
一
部
を
除
き
、
95
％
以

上
で
「
談
合
の
疑
い
が
極
め
て
強

い
」
と
指
摘
さ
れ
る
。
岡
﨑
前
町

長
は
「
設
計
金
額
＝
予
定
価
格
」

だ
っ
た
が
、
久
保
田
元
町
長
の
時

は「
最
初
か
ら
15
％
切
っ
て
く
る
」

と
話
題
だ
っ
た
。

　
指
名
競
争
入
札
か
ら
制
限
付
き

一
般
競
争
入
札
に
す
れ
ば
前
町
長

の
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
ら
ず
、
限

ら
れ
た
財
源
を
有
効
に
使
え
る
。

総
務
部
長

　
一
般
競
争
入
札
は
、
透
明
性
、

競
争
性
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
非

常
に
有
効
な
入
札
制
度
。
し
か
し
、

入
札
期
間
の
長
期
化
や
事
務
の
煩

雑
化
、
特
定
業
者
が
受
注
を
独
占

す
る
恐
れ
等
、
零
細
な
町
内
業
者

が
落
札
で
き
ず
地
元
経
済
に
及
ぼ

す
影
響
が
大
き
く
指
名
競
争
入
札

を
行
っ
て
き
た
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
予
定
価
格
が

５
，
０
０
０
万
円
未
満
の
工
事
は

事
前
公
表
し
、
同
時
に
内
訳
書
の

提
出
も
求
め
て
い
る
。

野網義一 議員

病児・病後児保育の利用状況
児童館等の日曜日の開館を
放課後児童クラブ　希望者全員の受入れを

制
限
付
き
一
般
競
争
入
札
導
入
で

透
明
性
・
競
争
性
・
公
平
性
の
確
保
を

令和５年度　協定市町の相互利用実績
池田町の施設を利用 他市町の施設を利用

垂井町 21 神戸町 12

大野町 6 岐阜市 10

大野町 6

揖斐川町 4

北方町 1

計 27 計 33

※�他市町の利用で池田町の方を断ったことは
ない� � �

病児・病後児保育利用実績

年度 申し込み 利用
断った

基準外 定員超過

令和２ 33 13 20 0

令和３ 34 25 9 0

令和４ 67 56 7 4

令和５ 171 131 4 36

令和６/
4〜 8 71 70 0 1

※令和２年４月〜令和５年３月� 定員１名�
※令和５年４月〜 11月� １世帯兄弟３名�
※令和５年 12月〜� 定員３名

工事別請負率（太枠内は久保田元町長時代）
年度 工事名 請負率 年度 工事名 請負率

2018

池中南舎大規模改修Ⅱ 99.5
2022

庁舎空調設備整備 95.2
南部リサイクルセンター建設 98.4 池田公園人工芝新設 96.4
片山保育園建設 97.5 北部工業団地５期 72.4
　　〃　　（機械設備） 97.9

2024
小型動力ポンプ積載車 97.2

　　〃　　（電気工事） 70.6 池田東地区公園整備Ⅰ 69.0�
2019 池中南舎大規模改修Ⅲ 99.2 池中体育館空調設備 94.0�

2020
池中食堂・給食センター解体 70.6

1999

市橋神戸線第３ 85.7
デジタル同報無線整備 90.2 大津谷農集　第５工区 83.8�
小学校情報端末購入 99.3 大津谷農集　第６工区 82.9

2021 斎苑解体工事 68.8 大津谷農集　第７工区 83.9
2022 庁舎受変電設備整備 95.9 大津谷農集　第８工区 83.2
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一 般 質 問

　
山
麓
道
路
は
交
通
量
が
激
増
。

霞
間
ヶ
渓
や
大
津
谷
を
中
心
に
、

危
険
を
訴
え
る
歩
行
者
や
走
者
も

多
数
。
安
全
対
策
、
殊
に
歩
道
の

新
設
が
望
ま
れ
る
が
花
見
橋
と
霞

渓
寺
の
間
だ
け
で
も
拡
幅
で
き
な

い
か
。

　
町

　長

　
山
麓
道
路
は
開
通
後
50
年
余
が

経
過
し
、
経
年
劣
化
が
多
く
見
受

け
ら
れ
、
来
年
度
か
ら
劣
化
が
著

し
い
区
間
を
中
心
に
舗
装
改
良
に

着
手
。

　
歩
道
整
備
は
用
地
確
保
・
工
事

費
な
ど
、
時
間
と
費
用
が
多
大
で

大
変
厳
し
い
。
花
見
橋
か
ら
霞
渓

寺
ま
で
の
道
路
拡
幅
に
は
、
文
化

庁
や
岐
阜
県
の
許
可
が
必
要
。

　
霞
間
ヶ
渓
は
、
桜
の
名
所
と
し

て
全
国
的
に
知
ら
れ
る
。
老
木
が

多
く
、
池
田
山
特
有
の
山
桜
の
植

栽
を
計
画
し
守
っ
て
い
き
た
い
。

　
〇
関
与
、
忖
度
職
員

う
え
か
ら
の
指
示
で
や
む
を

得
ず
実
行
と
複
数
名
が
回
答
、

細
部
は
聞
き
取
り
で
き
ず
。

　
〇
不
正
見
過
ご
し
報
道

違
反
を
行
え
る
余
地
が
あ
っ

た
。
恣
意
的
介
入
が
行
え
な

い
手
続
き
に
変
更
。

　
〇
前
町
長
へ
の
職
員
意
識

指
示
で
や
む
を
得
ず
と
答
え

た
職
員
が
お
り
、
逆
ら
え
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

②
第
５
期
分
は
１
，５
１
０
万
円
、

第
６
期
分
は
今
年
５
月
17
日
に

３
７
７
万
５
，
０
０
０
円
。
判

決
次
第
で
町
退
職
手
当
審
査
会

を
設
置
し
、
判
断
を
仰
ぐ
。

　
落
札
価
格
で
施
工
し
完
成
、
現

在
も
問
題
な
く
稼
働
。
贈
賄
額

は
こ
の
工
事
か
ら
出
て
い
な
い

と
考
え
、
賠
償
責
任
に
つ
い
て

は
追
及
し
な
い
。

③｢

内
容
変
更
で
き
な
い
よ
う
総

務
部
長
が
前
回
委
員
会
案
件
を

確
認
し
報
告｣

と｢
便
宜
供
与

依
頼
が
あ
れ
ば
審
査
委
員
会
を

開
催
し
、
し
か
る
べ
き
対
応
を

行
う｣

を
追
加
、
既
に
運
用
を

開
始
。指
名
競
争
入
札
は
継
続
。

�

　
前
議
会
時
は
業
者
名
漏
え
い

が
問
題
に
な
っ
て
い
た
が
、
加

重
収
賄
と
官
製
談
合
防
止
違
反

で
起
訴
さ
れ
た
。

①
経
過
等
７
項
目
を
質
問

②
今
後
の
対
応

退
職
金
の
詳
細
と
返
還
請
求
、

贈
収
賄
へ
の
賠
償
請
求
の
検
討

は
�

③
再
発
防
止
策

　�
入
札
方
法
や
指
名
業
者
の
選
定

方
法
な
ど
、
再
発
防
止
策
の
追

加
有
無

副
町
長

①
〇
町
民
へ
の
報
告
時
期

議
会
終
了
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
周
知
。

　
〇
入
札
手
続
き
に
不
手
際

ル
ー
ル
外
の
所
で
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
違
反
。

　
〇
前
副
町
長
へ
の
聞
き
取
り

入
札
審
査
委
員
会
で
ル
ー
ル

を
曲
げ
ら
れ
た
と
考
え
、
前

副
町
長
へ
は
未
確
認
。

　
〇
Ｂ
→
Ａ
ラ
ン
ク
の
方
法

機
械
器
具
設
置
の
工
種
を
管

工
事
の
工
種
で
点
数
計
算
、

業
者
を
入
れ
替
え
。

森　政郎 議員

山
麓
道
路
の

交
通
安
全
対
策

岐阜県市町村職員退職手当組合退職手当条例
（特別職の退職手当）
任期ごとに岐阜県市町村職員退職手当組合から支給される。算

定の基礎となる期間中に非違行為が発覚した場合、町はその全

部または一部を返納させる処分案を作成し、退職手当組合に申

し立てることができる。

退職手当組合がこの処分案に基づき、返納命令処分を行う。

前町長の不祥事
退職手当の返還は検討、賠償請求はしない

花見橋から霞渓寺を望む
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一 般 質 問

　建
物
の
現
在
の
状
況
と
今
の
場

所
に
移
転
し
て
か
ら
の
運
営
実
態

は
。町

　長

　
平
成
７
年
に
現
在
の
場
所
に
移

設
し
、
研
修
施
設
と
し
て
活
用
し

て
い
る
。

　
令
和
５
年
度
の
利
用
者
数
は

５
０
０
名
余
。

　
利
用
は
主
に
小
・
中
学
生
、
高

校
生
な
ど
各
種
団
体
、
少
年
団
、

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
な
ど
の
研
修
や
合

宿
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　池
田
町
青
少
年
研
修
施
設
を
利

用
し
て
頂
い
た
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
池
田
温
泉
等
へ
の
バ
ス
の
活

用
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

町

　長

　
こ
の
宿
泊
施
設
を
利
用
し
、
池

田
町
に
来
て
い
た
だ
い
た
方
へ
の

サ
ー
ビ
ス
や
お
も
て
な
し
と
し
て
、

道
の
駅
、
池
田
温
泉
、
池
田
山
、

霞
間
ヶ
渓
、
大
津
谷
な
ど
池
田
町

の
誇
る
べ
き
観
光
資
源
、
観
光
地

を
有
機
的
に
結
合
し
て
い
く
と
い

う
部
分
で
は
バ
ス
の
活
用
も
有
効

池田町青少年研修施設の
実態と今後の利活用について

だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
町
と
し
て
も
ス
ポ
ー
ツ
等
を
含

め
青
少
年
の
活
動
の
場
が
池
田
町

を
中
心
に
広
が
っ
て
い
く
事
に
つ

い
て
、
よ
り
よ
い
環
境
を
共
有
で

き
る
よ
う
に
検
討
す
る
。

臼井幹夫 議員

厨房
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1階

配置図

外観

2A研修室

※ �R2・R3は新型コロナウイルス感染症対策で使用中止
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青少年研修施設利用状況（決算附属資料より）




